
井式X線管懸垂器

Ceiling Type X・ray Tube Mount 

緒 民

if41tt投開！の近代化lこともなって 最近天井式X線管懸

;if!：器の科用が盛んになっております。

話予！とX線管保持器としては， 側軌道式・床上レ ール式

．天井ごと床仁にあるレ ールの間を移動する方式などがお

もに和用されておりますが， X線管装置を天井に取りつ

けますと， 床上の場合とことなり頭上の空間を利用して

広範聞にわたって操作することができます。

また不要のときは， 頭上高く折りたたみ式に格納し

室内在有効に利用できます。

毘 途

このX線11�fl騒重器は， 各種X線管・X線管容器および

X rJ主tli fft EE装i置と組み合わせて使用し つぎの用途に適

します。

特

1 一 般直 接 撮 影

3 リ ー ダ 撮 影

3 拡 大 撮 影

4 ブ ッ キ 撮 影

5 連 続 撮 影

6 定はく動位相撮影

長

広範な移動

7 直接ホトタイマ撮影

8 間接ホトタイマ撮影

9 フィルムワインダ使用

による間接撮影

10 関 接 撮 影

11 近距離撮 影

すべての天井式X線管懸:iJ刊誌のうちでζの懸草；器は最大

の文総管移動範囲をもっています。 （第3図参照）

軽快な操作

独特の揺動機構を取りいれ， どのような位置でも完全に

衡が保てますので， X線管は手動で、任意の位置に軽快

にセットできます。

五確な位置決め

レ ールによる水平直線運動とパンタグラフ式j陸軍による

J::下垂直直線運動， および両者の合成による各方向の任

窓運動 を 利用 して， 正確・じん速に位置決めができま

有効な床面積の利用

不要時にはX線管を頭上高く折りたたみ式に格納します

ので、床上を有効に利用できます。

とくにこの懸垂器はパンタグラフ式を採用し， 従来のピ
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第i図 CH『 1全景（サ ークレックス・Mシャツタっき）

ストン式天井式懸垂器に比べて床上高く折りたためます

ので低い天井にもじゅうぶん利用できます。

簡単な取りつけ方法

レ ールの取りつけは直接天井に悶定せず， 取りつけ金具

に取りつけて間定しますので， 簡単に工事を行なうこと

ができます。

明るい照明設備

レ ールの問に40Wのケイ光灯4個を内蔵し， 室内照明

設備として近代的な感覚奇諮っております。

イ士 様

このX線管！陸軍器の仕様は， つぎのとおりです。

1 全体の高サ 2,890mm 

2 軌道の全i国 3,660mm 

3 軌道の長手レ ールの長サ 3,500mm 

4 軌道の堅レ ールの長サ 3,600mm 

5 長手方向移動範囲 3,030mm 

CH-1 aeroflex
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